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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、良好な雇用所得環境にもかかわらず個人消費は力強さを欠く状況に

あるものの、在庫調整が進んだことや中国・アジア向けの輸出が増加するなどにより、景気は緩やかな持ち直し傾

向にあります。また、世界経済も、先進国を中心に緩やかな回復傾向が続き、新興国でも底入れの動きが見られま

すが、今後、欧米の政治的・経済的イベント等の動向により、景気の先行きは流動的な状況が続くと予想されま

す。

 

 このような環境の中、産業機器分野向けシール製品は、精密機械装置向け製品が順調に推移したことにより、売

上高は前年同期を上回りました。また、電子機器関連事業の半導体・液晶製造装置関連業界向けピラフロン製品は

半導体製造装置市場の活況が続いており、建築業界向け免震関連製品も堅調であったことから、売上高は前年同期

比増加しました。 

 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高192億68百万円（前年同期比16.3％

増）、営業利益35億82百万円（前年同期比48.4％増）、経常利益37億６百万円（前年同期比48.5％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益23億61百万円（前年同期比37.9％増）となりました。

 

 連結売上高をセグメント別に見ますと、産業機器関連事業は76億32百万円（前年同期比2.0％増）、電子機器関

連事業は115億65百万円（前年同期比28.3％増）、その他部門（不動産賃貸等）は70百万円（前年同期比12.9％

増）となりました。 

 また、営業利益のセグメント別につきましては、産業機器関連事業は13億20百万円（前年同期比20.2％増）、電

子機器関連事業は22億58百万円（前年同期比71.6％増）、その他部門（不動産賃貸等）は27百万円（前年同期比

195.5％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間の総資産は、受取手形及び売掛金は減少しましたが電子記録債権及び有形固定資産の

増加等により前期末比46億33百万円増の467億97百万円となりました。また、有利子負債（リース債務は除く）

は、前期末比17億44百万円増の22億84百万円となりました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益等によ

り前期末比17億19百万円増の356億24百万円となり、自己資本比率は76.1％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年11月８日に公表いたしました業績予想から修正してお

ります。詳細につきましては、平成29年２月３日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更 

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,451 13,068 

受取手形及び売掛金 8,329 7,721 

電子記録債権 1,830 4,156 

商品及び製品 600 683 

仕掛品 1,034 1,257 

原材料及び貯蔵品 540 694 

その他 495 455 

貸倒引当金 △2 △12 

流動資産合計 25,279 28,027 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,857 6,484 

機械装置及び運搬具（純額） 1,184 1,270 

土地 4,646 4,819 

その他（純額） 2,212 2,403 

有形固定資産合計 13,901 14,977 

無形固定資産 94 85 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,521 3,370 

その他 386 355 

貸倒引当金 △18 △18 

投資その他の資産合計 2,889 3,707 

固定資産合計 16,884 18,770 

資産合計 42,164 46,797 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,185 4,081 

短期借入金 352 739 

未払法人税等 790 372 

賞与引当金 649 328 

その他 1,289 2,068 

流動負債合計 6,267 7,589 

固定負債    

長期借入金 187 1,544 

退職給付に係る負債 1,493 1,569 

資産除去債務 58 58 

その他 251 410 

固定負債合計 1,991 3,583 

負債合計 8,259 11,173 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,966 4,966 

資本剰余金 5,190 5,190 

利益剰余金 23,053 24,632 

自己株式 △464 △464 

株主資本合計 32,745 34,324 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 948 1,349 

為替換算調整勘定 357 70 

退職給付に係る調整累計額 △145 △119 

その他の包括利益累計額合計 1,159 1,300 

純資産合計 33,905 35,624 

負債純資産合計 42,164 46,797 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 16,564 19,268 

売上原価 11,027 12,213 

売上総利益 5,537 7,055 

販売費及び一般管理費 3,123 3,472 

営業利益 2,413 3,582 

営業外収益    

受取配当金 68 60 

為替差益 － 52 

その他 32 31 

営業外収益合計 101 145 

営業外費用    

支払利息 6 5 

為替差損 6 － 

固定資産処分損 2 9 

その他 3 5 

営業外費用合計 18 20 

経常利益 2,495 3,706 

特別利益    

投資有価証券売却益 168 30 

特別利益合計 168 30 

特別損失    

減損損失 105 21 

災害による損失 － 334 

特別損失合計 105 355 

税金等調整前四半期純利益 2,559 3,382 

法人税、住民税及び事業税 741 929 

法人税等調整額 105 91 

法人税等合計 846 1,020 

四半期純利益 1,712 2,361 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,712 2,361 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 1,712 2,361 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △202 401 

為替換算調整勘定 △97 △286 

退職給付に係る調整額 4 26 

その他の包括利益合計 △295 140 

四半期包括利益 1,417 2,502 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,417 2,502 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

産業機器 
関連 

電子機器
関連 

計 

売上高              

外部顧客への売

上高 
7,485 9,016 16,501 62 16,564 － 16,564 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

1,965 2,052 4,018 12 4,030 △4,030 － 

計 9,450 11,069 20,520 74 20,594 △4,030 16,564 

セグメント利益 1,098 1,316 2,414 9 2,424 △10 2,413 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△10百万円は、セグメント間取引消去１百万円及び棚卸資産の調整額

△12百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

産業機器 
関連 

電子機器
関連 

計 

売上高              

外部顧客への売

上高 
7,632 11,565 19,198 70 19,268 － 19,268 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

2,037 2,236 4,274 12 4,286 △4,286 － 

計 9,669 13,802 23,472 82 23,555 △4,286 19,268 

セグメント利益 1,320 2,258 3,579 27 3,607 △24 3,582 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△24百万円は、セグメント間取引消去３百万円及び棚卸資産の調整額

△28百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価

償却方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微でありま

す。 
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